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なんぴあん  かんのんじ
南妣庵 観音寺

所在地：八尾市本町 4-2-48
最寄駅：近鉄大阪線八尾駅から南西に徒歩約 10 分
見学：境内は自由
TEL：072-922-2724

　大信寺は、浄土真宗大谷派（本山は東本
願寺）の別院で、別名八尾御坊とも呼ばれ
る。起源と歴史は、慶長12年（1607）本願
寺の東西分裂に端を発し、久宝寺寺内町
を支配していた安井氏に対抗し、森本行誓
や17人の民衆が、当時荒地だった大和川
右岸（現在の八尾市中心部）に教如上人と
共に大信寺を建立し、寺内町を形成した。
以後、八尾周辺は大信寺と寺内町を中心
に発展していく。最盛期には、大信寺の境
内地の規模は四町四方（約440メートル四
方）にもおよび、大信寺直轄の門徒は300
戸あったとされ、河内地方における教化の
拠点として重要な役割を果たしていた。大
信寺の本堂は、天明8年（1788）京都の大
火災（天明焼）によって東本願寺が消失し
たため、本山の御影堂として移建され、約
10年間、東本願寺の御影堂の役を勤め、

再度、寛政11年（1799）大信寺に移建され
再建されている。明治5年（1872）、東本願
寺の別格別院となり、別院大信寺と称する
ようになった。昭和28年（1953）3月2日の
昼下がり、巨大な本堂は白蟻の被害によっ
て屋根全体が轟音とともに倒壊している。
現在の本堂と山門は、昭和42年（1967）
に落成した鉄筋コンクリート造のモダン建
築である。大信寺は、戦争の被害を受けな
かったため、教如上人筆の「十字名号」「光
明本尊」をはじめ九十二件の法宝物が境
内の宝物収蔵庫に所蔵されている。
　毎月 11 日と 27 日、大信寺一帯で開
催される露天市「お逮夜市（おたいやい
ち）」は、昔の面影を今に残している。ま
た、境内には、町中ではめずらしい「梅林」
があり梅の季節には、かぐわしい香りが辺
り一面に漂う。　　　　　　　（新田俊明）

所在地：富田林市大字甘南備 1103
最寄駅：近鉄富田林駅より金剛バス東條線東阪行
　　　　「甘南備」停より徒歩 2 分
拝観料：大人 200 円、小人 100 円
TEL：0721-35-5161

　富田林市の最も南、甘南備地域の千早赤阪村に
接する山中に位置する南妣庵観音寺は、楠木正成
の長男・正行が、後醍醐天皇の没後（1339年）、ここ
峰篠山の一角に同天皇の念持仏であった千手観音
を奉安して「峰篠山観音殿」と称したのに始まる。
　楠木正成は、後醍醐天皇のもと南朝方として活躍
し鎌倉幕府滅亡を早めたが、北朝方・足利尊氏の軍
勢と戦い、湊川で自刃した（1336年）。その12年後
には息子の正行・正時兄弟が四條畷合戦で戦死。
　正成夫人の久子は生まれ故郷の甘南備に戻り
ここに草庵・南妣庵を建て、敗鏡尼と称して1364
年61歳で亡くなるまで楠木一族郎党の菩提を弔っ
た。三男・正儀が亡母のために観音堂と墓所を建立
し、名を「観音寺」と改め、楠木家の菩提寺とした。
　その後、足利方の兵火により寺は焼かれ廃滅
していたが、大正の初めに復興の機運が高まり、
1917（大正6）年に伊東忠太工学博士の設計に
よって、草庵と観音堂が鎌倉末期の様式に従い復

元された。
　その後も再建は続けられ、1922年に本堂、1928

（昭和3）年に書院が落成した。1932年には、昭和
御大典に皇居内で使用された大禮建造物の一部
を宮内省より下賜され、庫裏にあたる恩光閣（おん
こうかく）が落成し、現在の伽藍配置が完成した。
　本堂の欄間は、京都・大徳寺塔頭玉林院の竹
の節欄間に相似し、祭壇は他に例を見ない造りと
なっている。書院に多用されている昔の味わいの
ある硝子や建具桟の組子、屋久杉の天井など、簡
素な造りの中にも品のよさを感じさせる。また建具
に付けられた菊の紋などを見ると、皇室に関わり
のある本寺の歴史が窺える。
　来る6月2日に「建築士の会 南河内」19年度総
会がここ南妣庵観音寺で開催される。見所の多い
寺内の見学と住職の講話をお楽しみいただきた
い。詳細案内は本号5頁に掲載。　 （鶴田晴子）
※昭和御大典 昭和3年に行われた昭和天皇即位の行事観音堂と草庵 ( 手前 )
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北摂
能勢町・豊能町・箕面市・池田市・豊中市・吹田市

東大阪
東大阪市
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南河内
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河南町・千早赤阪村・大阪狭山市・河内長野市

RC 造で再建された本堂

町中の梅林

RC造で再建された山門




